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1. はじめに（研究背景等） 2

表1 モニタリングサイト1000干潟調査 埋在性ベントス 優占種 トップ10
赤太字：海産環形動物， ：種レベルで同定されていない海産環形動物

干潟域には海産環形動物が多く生息するが，同定が困難・不可能な種が多く，
生息種が正確に記録されていない場合が多い → 多様性が過小評価されている

優
占
順
位

調査サイト

厚岸
（北海道）

松川浦
（福島）

盤洲干潟
（千葉）

汐川干潟
（愛知）

南紀田辺
（和歌山）

中津干潟
（大分）

永浦干潟
（熊本）

石垣川平湾
（石垣島）

1 ミズヒキゴカイ* ミズヒキゴカイ* ツツオフェリア ゴカイ科 シオヤガイ アサリ ホトトギスガイ ウメノハナガイ

2 アサリ ホソイトゴカイ属 アサリ ミズヒキゴカイ科 ウメノハナガイ
多毛綱の

一種
アサリ

多毛綱の
複数種

3 サビシラトリ Zeuxo属 ウメノハナガイモドキ アサリ オキシジミ オチバガイ
多毛綱の

一種
ムシモドキ

ギンチャク類

4 ソトオリガイ イソシジミ コケゴカイ ユウシオガイ ホトトギスガイ ソトオリガイ 星口動物門**
チロリ科の

複数種

5
トゲオヨコエビ属

の一種
ドロオニスピオ ソトオリガイ ホトトギスガイ ミズヒキゴカイ* ホトトギスガイ

スジホシムシ
モドキ

アシベマスオ

6
ドロクダムシ科

の一種
ニッポンドロソコエビ

ホソイトゴカイ属
の一種

オキシジミ アサリ ユウシオガイ
ゴカイ科の

複数種
ナタマメケボリ

7 オオノガイ カワゴカイ属 バカガイ
イトゴカイ科の

一種
ゴカイ科
の一種

マテガイ
星口動物門**の

一種A
タママキガイ

8
イソタマシキ

ゴカイ
イサザアミ属 ヤマトシジミ ソトオリガイ トガリユウシオガイ ミズヒキゴカイ* トゲイカリナマコ

紐形動物門の
一種

9
イトゴカイ科の

一種
アサリ ニホンスナモグリ ヨコエビ亜目 コケゴカイ コケゴカイ ユウシオガイ

Pinguitellina属の
一種

10
ホウザワ

イソギンチャク
コメツブガイ

ヤマトカワゴカイ
もしくは

ヒメヤマトカワゴカイ
アナジャコ

Nitidotellina属の
一種

ニホンスナモグリ ゴカイ科の一種
線形動物門の

一種

*ミズヒキゴカイには複数の隠蔽種が含まれている。 **複数の分子系統学的研究により星口動物門は環形動物門の内に含まれることが示されている
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干潟の生物多様性は深刻な危機にある

干潟の生物調査が全国で行われている

環形動物が必ず出現する

種数が多い・形態的な特徴に乏しく分類が難しい

生息種が正確に記録されない・多様性を過小評価

定量的・定性的な絶滅リスクの評価が難しい
（環境省レッドリストにおける海産環形動物の

掲載種は21 種のみ*）

↓

↓

↓

↓

↓

⚫DNAバーコーディングに
よる分類の整理の加速

⚫レッドリストへの掲載
の促進による生物多様性
保全への貢献

DNA情報の利用が有効

節足動物：150種以上
軟体動物：400種以上

（海産種のみ）

* 

1.はじめに（研究背景等）



2. 研究開発目的
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海産環形動物の分類学の状況を改善し，海域の底生生物におい
て重要な位置を占める環形動物の生息状況や絶滅のリスクを定
量的・定性的に評価するために不可欠となる生物多様性情報の
集積の基盤を確立する

3. 研究目標

サブテーマ目標（具体的な数値目標）

① 150種以上の海産環形動物の DNAバーコード・ライブラリの作成

② 15種以上の海産環形動物の希少種の記載

③ 海産環形動物の同定ガイドの作成

全体目標
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4. 研究開発内容

① 証拠標本をともなう網羅的DNA バーコー
ド・ライブラリの構築と未記載種・隠蔽
種の検出

モニタリングサイト1000干潟調査のサイトを中心
に海産環形動物の網羅的な採集を行い，DNA バー
コーディングのためのリファレンス配列を収集して
ライブラリを構築する。集積したDNA 情報を基に，
これまで見過ごされていた未記載種や隠蔽種の存在
を検出する。

② 野外採集データと網羅的な文献情報収集
を通じた国内既知種の分布情報の整備

野外調査や文献調査で得られたデータを統合する
ことで，各種の国内における分布の現状を明らかに
し，海産環形動物の生物多様性情報の集積基盤を確
立する。また，主要な海域毎の種目録を作成し，今
後のモニタリング調査の精度向上に資する情報を提
供する。

③ 標本の形態学的精査に基づく記載分類と
同定ガイドの作成―とくに希少種を中心
に

野外調査によって未記載種や日本未記録種が発見
された場合は，特に希少種と判断される種を優先し
て分類学的検討を行い，新種記載や未記録種の報告
を行う。本研究で得られた成果をとりまとめて，種
同定のポイントや各種の分布等をまとめた同定ガイ
ドを作成する。



4. 研究開発内容
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モニ1000サイト 2020年 2021年 2022年 備考

厚岸 阿部・菅 サンプル提供 2020年：モニ1000調査と別に実施（9月）

松川浦 菅 菅 阿部 2021年，2022年：追加サンプル取得予定

盤津干潟 自見 サンプル提供 2021年：追加サンプル取得予定

汐川干潟 阿部・菅 2021年：モニ1000調査と別に実施（8~10月）を検討

松名瀬 阿部・菅 2021年：モニ1000調査と別に実施（8~10月）を検討

英虞湾 阿部・菅・小林 2021年：モニ1000調査と別に実施（8~10月）を検討

南紀田辺 小林 小林 2021年：追加サンプル取得予定

中津干潟 サンプル提供 2020年：サイト代表者からサンプル提供

永浦干潟 サンプル提供 サンプル提供 2020年，2021年：サイト代表者からサンプル提供

石垣川平湾 サンプル提供 サンプル提供 田中 2020年，2021年：サイト代表者からサンプル提供

赤：計画通り実施
青：変更して実施

その他調査地：北海道（風連湖，根室湾，温根沼，落石湾，厚岸，電信浜，有珠湾），岩手県（津軽石川河口，
小友浦，音部漁港），宮城県（気仙沼湾，志津川湾，松島湾），福島県（鮫川河口，いわきサ
ンマリーナ），神奈川県（江名湾），静岡県（御前崎干潟，静波海岸，細江海岸），和歌山県
（ゆかし潟），屋久島



科名 属名 種数 科名 属名 種数 科名 属名 種数

イソメ科 Eunice 1 Nereis 3 チロリ科 Glycera 4

Marphysa 11 Perinereis 2 Hemipodia 1

イトゴカイ科 Capitella 2 Platynereis 1 ニカイチロリ科 Glycinde sp. 1

Dasybranchus 1 Simplisetia 1 Goniada japonica 1

Heteromastus 3 Tylorrhynchus 1 ツバサゴカイ科 Chaetopterus 1

Notodasus 1 サシバゴカイ科 Eteone 2 Mesochaetopterus 2

Notomastus 4 Eumida 1 ? 1

? 1 Nereiphylla 1 トノサマゴカイ科 Hyboscolex 1

ウミイサゴ科 Pectinaria 1 Phyllodoce 2 ナナテイソメ科 Diopatra 2

ウミケムシ科 Chloeia 1 シリス科 Typosyllis 1 Kinbergonuphis 1

Eurythoe 1 ? 3 ノラリウロコムシ科 Pholoe 1

Branchamphinome 1 シロガネゴカイ科 Nephtys 6 ハボウキゴカイ科 Flabelligera 5

Pherecardia 1 スジホシムシ科 Siphonosoma 1 Daylithos 4

ウロコムシ科 Hesperonoe 1 Sipunculus 1 ヒメエラゴカイ科 Aricidea 1

Lepidonotus 1 スピオ科 Aonides 1 ? 1

Paralepidonotus 1 Atherospio 1 フクロホシムシ科 Golfingia 1

Branchinotogluma 2 Boccardia 4 フサゴカイ科 Amaeana 1

Eunoe 2 Boccardiella 1 Amphitrite 1

Gastrolepidia 1 Dipolydora 6 Loimia 3

Harmothoe 4 Laonice 1 Lysilla 1

Polynoe? 2 Malacoceros 2 Neoamphitrite 1

? 2 Paraprionospio 2 Pista 1

オトヒメゴカイ科 Oxydromus 1 Polydora 15 Streblosoma 1

- 2 Prionospio 12 Thelepus 2

オフェリアゴカイ科 Armandia 1 Pseudopolydora 8 Polycirrus 3

カギゴカイ科 Sigambra 1 Poecilochaetus 1 ? 2

? 1 Pygospio 1 フトミミズ科 Pontodrilus 1

カンザシゴカイ科 Ficopomatus 1 Rhynchospio 1 ボウセキウロコムシ科 Eupanthalis 2

Spirobranchus 1 Scolelepis 7 Euarche 5

カンムリゴカイ科 Neosabellaria 1 Spio 5 ホコサキゴカイ科 Leitoscoloplos 2

ギボシイソメ科 Lumbrineris 1 Spiophanes 4 Scoloplo 1

Scoletoma 3 Streblospio 1 ミズミミズ科 ? 1

? 1 セグロイソメ科 Halla 1 ミズヒキゴカイ科 Chaetozone 1

ケヤリムシ科 Laonome 1 タケフシゴカイ科 "Clymenella" 1 Cirriformia 13

? 1 cf. Petaloclymene 1 Ctenodrilus 1

ゴカイ科 Alitta 2 Praxillella 1 Raphidrilus 2

Ceratonereis 1 タマシキゴカイ科 Abarenicola 1 Raricirrus 1

Hediste 2 Arenicola 2 ミドリユムシ科 Listriolobus 1

Leonnates 1 タンザクゴカイ科 Calamyzas 1 モロテゴカイ科 Magelona 1

Namanereis 1 Nautiliniella 1 ユムシ科 Urechis 1

Nectoneanthes 1 ? 1

40 110（?を除く） 255

表-0.2 本課題によりDNA情報を取得した海産環形動物の種数一覧

75-1. 成果の概要
⚫ 本課題により少なくとも5,321個体の海産環形動物の標本が取得され，形態観察により40科

152種（最小見積）が同定された
⚫ 本課題以前に取得されていた標本も含め，合計で40科110属255種のDNA情報が取得された

（少なくとも200種の配列は新規配列）



⚫ モニタリングサイト1000干潟調査の10サイトからは，形態同定により37科127種（少なくと
も3種は国内未記録），DNA解析により36科85属142種（94種は新規配列）が検出された

⚫ これらの解析により，現在有効であると考えられている同定形質に基づく形態同定では，環
形動物の一部の種を正確に判別することが困難であることが示されるとともに，少なくとも
12種で隠蔽種の存在が，4種で学名の検討が必要であることが明らかとなった

85-1. 成果の概要

隠蔽種を含む種 学名の検討が必要な種

ナガホコムシ（2系統）
ツノスピオ（2系統）
ハヤテシロガネゴカイ（2系統）
トサカシロガネゴカイ（2系統）
ウミケムシ（2系統）
Polydora onagawaensis（3系統）

ヤマトスピオホソイトゴカイ属
の一種

ミズヒキゴカイ（13系統）
イワムシ（10系統）
ホソイトゴカイ属の一種（3系統）
タマシキゴカイ（2系統）
スゴカイイソメ（2系統）
ヤマトスピオ（2系統）

スジホシムシ
スジホシムシモドキ
ツルヒゲゴカイ
ホソエリタテスピオ

イワムシ類

スゴカイイソメ

ハヤテシロガネゴカイ

ミズヒキゴカイ



科名 属名 種名 和名 発表論文
ウミケムシ科 Branchamphinome Branchamphinome kohtsukai コウツカエラウミケムシ Jimi et al. 2022a

ウロコムシ科 Branchinotogluma Branchinotogluma nikkoensis ニッコウツノダシウロコムシ Jimi et al. 2022d

Branchinotogluma sagamiensis サガミツノダシウロコムシ Jimi et al. 2022d

Eunoe issunboushi イッスンボウシウロコムシ Jimi et al. 2021
カンザシゴカイ科 Spirobranchus Spirobranchus akitsushima ヤッコカンザシ Nishi et al. 2022
スピオ科 Atherospio Atherospio aestuarii イリエノギスピオ Abe & Kan 2022

Polydora Polydora tunicola ホヤノポリドラ Abe et al. 2022

Polydora lingulicola 和名なし Abe & Sato-Okoshi 2020
タンザクゴカイ科 Calamyzas Calamyzas crambon ゴカイノシラミ Jimi et al. 2022e
ハボウキゴカイ科 Flabelligera Flabelligera japonica カンテンハボウキ Jimi et al. 2022b

Flabelligera kaimeiae カイメイカンテンハボウキ Jimi et al. 2022b

Flabelligera kajiharai カジハラカンテンハボウキ Jimi et al. 2022b

Flabelligera kozaensis コザカンテンハボウキ Jimi et al. 2022b

Flabelligera sekii セキカンテンハボウキ Jimi et al. 2022b

Daylithos Daylithos japonicus ミナミハボウキ Jimi et al. 2023b

Daylithos amamiensis アマミハボウキ Jimi et al. 2023b

Daylithos sugashimaensis スガシマハボウキ Jimi et al. 2023b

Daylithos langkawiensis 和名なし Jimi et al. 2023b
フサゴカイ科 Polycirrus Polycirrus aoandon アオアンドンフサゴカイ Jimi et al. 2023a

Polycirrus ikeguchii イケグチフサゴカイ Jimi et al. 2023a

Polycirrus onibi オニビフサゴカイ Jimi et al. 2023a
ミズヒキゴカイ科 Ctenodrilus Ctenodrilus japonicus ニホンクシイトゴカイ Jimi et al. 2022c

Raphidrilus Raphidrilus misakiensis ミサキエラクシイトゴカイ Jimi et al. 2022c

Raphidrilus okinawaensis オキナワエラクシイトゴカイ Jimi et al. 2022c

Raricirrus Raricirrus anubis イトナシクシイトゴカイ Jimi et al. 2022c
モロテゴカイ科 Magelona Magelona alba シロオビモロテゴカイ Taylor et al. 2022

Magelona armatis ミサキモロテゴカイ Taylor et al. 2022

Magelona boninensis ボニンモロテゴカイ Taylor et al. 2022

表-0.3．本課題により新種として記載された海産環形動物の一覧

95-1. 成果の概要
⚫ 上述の隠蔽種も含めた15科27属66種において分類学的検討が進められ，そのうち9科13属に

属する28種が本研究により新種として記載された
⚫ 残りの10科14属に属する38種は，現在記載の準備が進められている。



105-1. 成果の概要
⚫ 本研究により得られた多くの新たな研究成果は，文献調査で得られたデータと統合する形で

情報を整理し，「干潟の海産環形動物 同定ガイドブック」を作成した
⚫ 科までの同定を確実とするために，「科の検索表（詳細版：80の分類群，簡易版：42分類群）」

を作成し，「干潟で見られる環形動物各科の形態と特徴」を解説した
⚫ 各地のモニタリング調査にフィードバックするために環境省モニタリングサイト1000干潟調

査の関係者に配布した



5-2. 環境政策等への貢献 11

環境省レッドリスト（RL）への掲載候補種の選定と提言

将来的に環境省RLへの掲載候補種として挙げられる可能性のある種として以下の4種が
見いだされた。

・Polydora lingulicora

・ハヤテシロガネゴカイ
・イリエノギスピオ
・Pygospio sp.

環境省モニ1000干潟調査における同定精度の向上

・今後の同定精度の向上に資する資料として「干潟の海産環形動物 同定ガイドブック」が
作成された

環境省モニ1000干潟調査における注目種の提示

本研究により，北方系種や南方系種など，気候変動に起因する分布域の変化が注視される種
が見いだされた。

・ハヤテシロガネゴカイ種群とトサカシロガネゴカイ種群（北方系種，南方系広域分布種）
・ミズヒキゴカイ種群（北方系種，南方系種，広域分布種）
・カキドコイソゴカイ（南方系種）
・タテジマユムシ（南方系種）
・Spio picta（北方系種）

環境DNAやDNAメタバーコーディングのリファレンス配列の提供

・40科110属255種の海産環形動物のDNAバーコード・ライブラリが作成された



5-3. 研究目標の達成状況 12

「主に干潟域を対象として，分類学的研究が遅れている海産環形動物のDNAバーコー
ドライブラリを構築することで未記載種・隠蔽種を検出し，希少性が高いと判断され
る種を中心に記載分類を進めるとともに，各種の形態や分布情報をまとめたガイド
ブックを作成することで，絶滅のリスクを定量的・定性的に評価するために不可欠と
なる生物多様性情報の集積の基盤を確立する」

全体目標

選択した評価結果：目標を大きく上回る成果をあげた

その具体的な理由・根拠

・全体目標を達成するためにサブテーマ目標として掲げた具体的な数値目標を大き
く上回る成果が得られた。

・DNAバーコード・ライブラリの構築により少なくとも12種で隠蔽種の存在が，4種
で学名の検討が必要であることが明らかとなった

・これらの隠蔽種も含めた66種の未記載種が検出された（うち28種は記載済）

・これらの取り組みにより，絶滅のリスクを定量的・定性的に評価するために不可
欠となる生物多様性情報の集積のための現時点で可能な限りの基盤が確立された
と言える

・実際に，本研究の成果として，環境省レッドリストへの掲載候補種として4種，今
後のモニタリング調査における注目種として3種群と3種が選定された
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選択した評価結果：目標を大きく上回る成果をあげた

その具体的な理由・根拠

サブテーマ目標①「150種以上の海産環形動物のDNAバーコード・ライブラリの作成」

→ 40科110属255種の海産環形動物からDNA情報が取得され，全体目標の150種を大
きく上回るDNAバーコード・ライブラリが作成された。

サブテーマ目標② 「15 種以上の海産環形動物の希少種の記載」

→ 分布情報が僅少であり，その希少性の検討のために今後の情報蓄積が望まれる種
として，9科13属に属する28種が新種として記載された。
これに加え，10科14属38種の未記載種が残されており，記載の準備を進めている。

サブテーマ目標③ 「海産環形動物の同定ガイドの作成」

→ 本研究により得られた多くの新たな研究成果は，文献調査で得られたデータと統
合する形で情報を整理し，「干潟の海産環形動物 同定ガイドブック」を作成した。
各地のモニタリング調査にフィードバックするために環境省モニタリングサイト
1000干潟調査の関係者に配布された。

サブテーマ目標
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科のゴカイ類」「コラム5 伊豆大島におけるホヤノポリドラの生態観察」の中で本研究課題により新種として記載されたホヤノポリドラの生態について
紹介。（阿部博和）

2）阿部博和・菅孔太朗・小林元樹（2022）屋久島の多毛類の多様性．屋久島通信 82: 4–5. にて，本研究課題により新種として記載されたイリエノギスピオ
の生息環境と屋久島における分布の重要性について紹介。（阿部博和，研究協力者：菅孔太朗，小林元樹）

3) 近藤裕介・大塚攻・佐藤正典（編）ハチの干潟の生きものたち―広島県竹原市に残る瀬戸内海の原風景―．NextPublishing Authors Press，東京，165 pp.

にて，共同執筆者として広島県竹原市沖のハチの干潟から採集された海産環形動物標本の同定と過去にハチの干潟から記録された環形動物のリストの取
りまとめを行い，本研究課題の過程で発見されたトサカシロガネゴカイ種群の一種を含む多毛類3種（研究協力者：菅孔太朗），ミズヒキゴカイ属の複
数種（自見直人），日本初記録となるフウロケヤリムシやセグロイソメの隠蔽種の発見等の新規知見を含む多毛類15種，ホシムシ類3種，ユムシ類4種
（田中正敦）の解説を執筆。

研究代表者
研究分担者
研究協力者
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